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＜病棟連絡事項＞
・1/12朝まで合併症室からＤユニットは隔絶対応としてガウンテクニックを行い入室。
・リネンやゴミはそのまま運搬可。
・ＣＳセットは16：00までに南病棟へ連絡すると、南連絡口まで持って来てくれる。
・レストランでの食事は禁止とし、スタッフが運びホールにて摂取頂く。
・南玄関に届いた差し入れや洗濯物は南スタッフが運んでくれる。
・作業療法は1/11まで中止。
・売店は当面中止で、私物発注用紙にて購入処理を行う。
　１．各病棟で患者の私物発注伝票を取り纏め、朱夏へ提出

２．朱夏では、注文品の準備をし、届け日が決定したら、病棟へ受け取り日時についての連絡をする。

３．朱夏が、南病棟の玄関から南A～南Bのホールに届ける。

４．依頼病棟が、そこへ受け取りに行く。
・以前A.O.Mからのメールに添付されていた行動履歴について、行動について尋ねられた時に答えられる様、準備をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・長瀬　伸也様～本日の眼科受診は延期とし、1/18の10：30で予約をしている。母様1/17退院で希望されており、退院後に受診するとのこと。1/10～1/11の外泊希望あり、申請している。
・立花　圭様～感染予防対策にて本日の青陽館利用は中止となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。多飲水行動は無く、対応も穏やかな様子。妄想的な発言や気分の高さは目立たない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。日中臥床傾向で過ごしている。ホールでの見守り介入が困難であるため、本日の開放観察は見送りとしている。自室内では脱衣し、トイレへ衣類を詰め込む不潔行為あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。15時～16時の開放観察実施。ホールでの会話の声に苛々しドア叩きあるが、早めの昼食後薬の服用にて衝動行為なく自制出来ている。12:40腰痛の訴えにて継続指示のロキソプロフェンNa(60)1Tを服用。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・荒屋　拓行様～終日隔離中。食事服薬の拒否は無い。対面時穏やかな様子だが、眠気が強く日中臥床して過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・山地　広人様～身体拘束開始。入院後、確認行為は頻回だが、希死念慮や自傷行為はなく過ごしていたが、15:50突然女性他患に抱き着く、女性スタッフへ抱き着きキスをするなど、性的逸脱行為が頻回にあり。介入にも興奮が強く、左手首の創部も爪で自己抜糸している。上記状態を主治医へ報告し、身体拘束とジプレキサ筋注の指示あり。16:30東病棟9号室へ移動し、身体拘束開始となる。
＜要注目患者様情報＞
・藪　真弓様～不穏さは無いが落ち着けず9:30、13:00に不穏時の継続指示レボトミン(25)1T服用している。自傷行為などの行動化は無い。
・塚田　洋子様～隔絶対応中。体温37.3℃で経過。咳嗽や呼吸の乱れなど呼吸器症状は見られない。断続的な唸り声は続いている。点滴ラインのトラブルは無い。
・北村　イウ子様～隔絶対応中。抗原検査は陰性。PCR検査も保健所より陰性の判定だが、1/11まで隔絶対応で様子を見るよう連絡あり。体温は37.7～37.2℃で経過。咳嗽や酸素飽和度の低下など呼吸器症状は見られない。声掛けに発語あり。
＜金Ｄｒ.診察情報＞
・藪　真弓様～臨時薬継続処方。Ｂユニットに空きがあれば移動可の指示。作業療法も再開可の指示あり。
・飯岡　未来様～臨時薬継続処方。
・村舘　ミネ様～診察では日常生活の近況について話ており、認知機能は保たれている。同室者の奇声についての不満を話している。

・東野　愛様～臨時薬継続処方。診察の声掛けに起きられず、臥床したまま診察を受けている。
・沢山　等様～臨時薬継続処方。入院後精神状態は安定しており、血糖値も良好に経過。
・北村　イウ子様～点滴は４日継続処方。
・平栗　城志様～臨時薬継続処方。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和3年1月4日 10：45

氏　　名：山地　広人（やまち　ひろと）様

生年月日：昭和49年10月17日（46）

病　　名：統合失調症

性　　別：男性

主治医　：深澤Ｄｒ．

診察医　：金Ｄｒ．　垂水Ｄｒ．

入院形態：医療保護入院

病　　棟：東病棟Ａユニット 10号室

　

(経過）

　R2.4.25当院退院後は定期的な外来通院を行い、通所デイケア、訪問看護を利用していた。年末から自宅の水道が凍結してしまい、どうしていいのかからず情動不安定になっていた。自傷を仄めかす幻聴があったと話している。R3.1.3希死念慮から左手首を切る自傷行為あり、八戸赤十字病院を受診。入院適応ではなく、当日帰宅するが翌日自己抜糸し再出血で再度八戸赤十字病院の救急外来を受診している。幻聴に左右され、自傷行為を止められず、八戸赤十字病院より青明舎スタッフ同伴にて当院受診。同行為を繰り返す可能性があるため、父親の同意にてR3.1.4　10:45東病棟Ａユニットへ医療保護入院となる。
※1/5　夕方父様が衣類などを持ち来院され、書類にサインを頂く事となっている。

